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令和8年２月1日（日） 

会場 山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館 

講座② 

『野川扇状地と最上川氾濫原の 

微地形と古地図・古記録』 



 



うきたむ学講座  2026.2.1 うきたむ風土記の丘考古資料館 

野川扇状地 と 最上川氾濫原の古絵図と古記録    阿子島 功 
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２(2)   全国の“ママ”という地名 

 

２(3) 野川扇状地と木蓮川      野川旧流路 農業用水・木流し 

 
                 取水口は活断層の小崖あたりでもある 



３ 最上川氾濫原 

みずはの小道(平野川下流)は最上川の跡    

 

                       最上川旧河道(緩)へ 扇状地河川(急)が注いでいる 

 
 

 

 

川の港は 最上川旧河道（古川）の 

合流点にあった  

堤防はほとんどなかった。 

 

 

明治後期でも連続堤防はなくて、

自然堤防をつなぐ低い堤防道が 

あった。 

 自然堤防(微高地)にあった 

避病院はよく浸水したという。 

■（低湿地）水田を示す 

 



               

４  最上川洪水ハザードマップ      最上川氾濫範囲の想定 

最大降水量を確率 1/100 としたときの氾濫想定    最大降水量を確率 1/1000 としたときの氾濫想定 

                                   

          



５（１）山形市馬見ヶ崎川の水利と洪水  山形五堰 大石どめ・小石どめ・しばくれどめ 

 



５(2) 米沢市松川扇状地      さかさハの字の“霞堤” 

 
 
 
 

 
 
扇面の松川旧河道を閉じて、城下を洪水から守るというよりは、直近の芳泉町（下級開拓武士団）の水防、

利水をはかったのではなかろうか。 
米沢城・城下の水利は、より上流側の扇頂部の「猿尾堰」などで取水する「御入水」がある。 




